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六
六
島
か
ら
な
る
タ
ニ
ン
バ
ル
諸
島
（
現
在
、

西
東
南
マ
ル
ク
県
）
を
巡
る
に
は
、
船
の
利
用
が

欠
か
せ
な
い
。
五
〜
九
月
の
雨
期
、
一
○
〜
一
月

の
乾
期
に
加
え
て
、
本
島
の
ヤ
ム
デ
ナ
島
は
二
〜

九
月
の
東
風
、
一
○
〜
一
月
の
西
風
に
よ
る
高
波

が
立
ち
、
東
と
西
側
で
は
気
候
が
異
な
る
。
さ
ら

に
浜
の
出
入
り
は
潮
の
干
満
に
委
ね
ら
れ
、
船
の

旅
は
自
然
を
無
視
で
き
な
い
。
乾
期
で
比
較
的
海

が
穏
や
か
な
一
一
月
中
旬
、
県
の
文
化
・
観
光
局

の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
行
し
、
ヤ
ム
デ
ナ
島

を
東
か
ら
西
へ
一
巡
り
し
た
。

一
七
世
紀
初
頭
に
始
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
の
南
島
探
検
に
記
さ
れ
た
歴
史
上
の
足
跡

と
現
状
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
。
今
回
必
ず
訪

れ
る
と
決
め
て
い
た
場
所
が
、
ヤ
ム
デ
ナ
島
西
側

に
あ
る
マ
カ
テ
ィ
ア
ン
、
こ
こ
だ
け
の
言
葉
を
も

つ
村
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
艦
隊
コ
ル
フ
の
航
海
日

誌
に
よ
る
と
一
八
二
五
〜
二
六
年
フ
ォ
ル
ダ
タ
島
、

ラ
ラ
ッ
ト
島
、
ヤ
ム
デ
ナ
島
、
セ
ラ
島
を
回
り
、

東
イ
ン
ド
会
社
の
公
式
鑑
礼
と
し
て
村
長
に
オ
ラ

ン
ダ
の
旗
と
代
理
任
務
を
授
与
す
る
が
、
ヤ
ム
デ

ナ
島
マ
カ
テ
ィ
ア
ン
で
一
行
は
攻
撃
さ
れ
、
一
人

が
殺
さ
れ
た
。
タ
ニ
ン
バ
ル
は
言
語
学
上
オ
ー
ス

ト
ロ
ネ
シ
ア
語
に
属
し
、
ヤ
ム
デ
ナ
語
、
フ
ォ
ル

ダ
タ
語
、
セ
ラ
語
、
セ
ラ
ル
語
、
ヤ
ル
ワ
サ
語
、

マ
カ
テ
ィ
ア
ン
語
に
分
け
ら
れ
る
。
一
村
だ
け
の

言
語
を
有
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
勇
猛
果
敢
に
対
峙
し

た
人
々
が
住
む
マ
カ
テ
ィ
ア
ン
と
は
、
一
体
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

県
都
サ
ウ
ム
ラ
キ
か
ら
北
の
ラ
ラ
ッ
ト
島
ま
で

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
で
五
時
間
。
先
の
セ
ラ
島
の
帰

屈託のない笑顔の小学生たち
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路
、
高
波
の
揺
れ
で
腰
を
痛
め
、
行
き
は
一
二
時

間
か
か
る
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
と
な
っ
た
。
ラ
ラ
ッ

ト
に
先
回
り
し
た
船
の
燃
料
補
給
に
手
間
取
り
、

ま
た
マ
カ
テ
ィ
ア
ン
行
き
を
渋
る
操
舵
手
を
説
き

伏
せ
、
い
よ
い
よ
出
発
。
マ
カ
テ
ィ
ア
ン
ま
で
四

時
間
だ
と
す
る
と
、
到
着
は
日
没
後
だ
。
照
明
設

備
の
な
い
船
の
こ
と
を
考
え
る
と
心
も
と
な
い
。

ヤ
ム
デ
ナ
島
の
西
側
に
回
る
と
右
手
に
大
小
の
島

々
が
連
な
り
、
船
は
島
々
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
突
然
「
ル
ン
バ
・
ル
ン
バ
」

の
歓
声
が
上
が
る
。
イ
ル
カ
の
大
ジ
ャ
ン
プ
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
で
イ
ル
カ
が
遊
泳
す
る
姿
を

何
度
か
見
た
が
、
こ
ん
な
に
高
く
宙
に
舞
う
の
は

初
め
て
だ
。

船
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
村
は
近
い
。
日
は
と

っ
ぷ
り
暮
れ
、
真
っ
暗
な
海
岸
線
に
目
を
凝
ら
し

て
村
の
明
か
り
を
探
る
。
浜
ま
で
か
な
り
の
距
離

を
懐
中
電
燈
と
月
明
か
り
を
頼
り
に
目
測
の
航
行

は
至
難
の
技
。
サ
ン
ゴ
礁
や
藻
が
ス
ク
リ
ュ
ー
に

引
っ
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
藻
を
か
き
分
け
浜
に
上

が
る
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
好
奇
心
と
未
知
の
土
地
に

踏
み
込
む
恐
れ
と
が
交
差
す
る
。

あ
い
に
く
村
長
が
不
在
の
た
め
、
書
記
官
宅
を

訪
ね
る
。
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ゥ
ア
ン
・
タ
ナ

（
最
初
に
そ
の
土
地
に
定
住
し
た
血
筋
）
と
呼
ば

れ
る
村
の
主
と
村
役
人
が
集
う
。
当
地
の
慣
習
に

疎
い
観
光
局
職
員
の
言
動
に
村
の
主
が
怒
り
を
露

わ
に
し
、
一
時
空
気
が
張
り
つ
め
た
。
入
村
儀
礼

に
必
須
の
ソ
ピ
（
ヤ
シ
酒
）
の
持
ち
合
わ
せ
が
無

く
、
儀
礼
は
明
朝
改
め
て
行
う
こ
と
で
話
が
ま
と

ま
り
、
や
っ
と
泊
ま
り
の
交
渉
に
漕
ぎ
着
け
た
。

バンダ海 

タニンバル諸島 

タニンバル諸島 

マカティアン 

ララット 

インドネシア 

ララット島 
ルミアン 

フォルダタ島 

アラフラ海 

サウムラキ 

セラル島 

セラ島 
ヤムデナ島 

サンゴと貝殻を敷きつめた道の家並み茹でるか焼いて食する甘いスクンの実。食べごろは 12月

樹木で目隠しされたマカティアン村
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夜
半
は
海
風
が
天
窓
を
抜
け
、
か
な
り
冷
え
込
む
。

鶏
の
鳴
き
声
で
目
が
覚
め
、
書
記
官
の
案
内
で

村
を
一
巡
り
す
る
。
各
戸
は
垣
根
で
仕
切
ら
れ
、

大
半
は
ト
タ
ン
屋
根
だ
が
、
昔
な
が
ら
の
椰
子
の

葉
葺
き
の
家
屋
も
あ
る
。
マ
ン
ゴ
、
パ
パ
イ
ヤ
、

ジ
ャ
ッ
ク
フ
ル
ー
ツ
（
ナ
ン
カ
）、
ス
ク
ン
な
ど

の
果
樹
や
草
花
が
植
栽
さ
れ
、
ど
こ
も
小
奇
麗
で

ゴ
ミ
ひ
と
つ
無
い
。
食
は
森
の
狩
り
、
漁
、
森
の

開
墾
地
で
イ
モ
類
、
野
菜
な
ど
焼
畑
耕
作
に
よ
る

自
給
自
足
。
人
口
は
二
七
八
世
帯
一
三
六
○
名
。

小
学
校
は
公
立
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
二
校
あ

り
、
中
学
と
高
校
は
無
く
、
近
く
の
セ
ラ
島
へ
船

で
通
う
か
、
本
島
の
サ
ウ
ム
ラ
キ
に
下
宿
す
る
。

一
時
出
て
も
卒
業
後
こ
の
島
に
戻
っ
て
来
る
。
無

医
村
だ
が
、
週
二
回
巡
回
診
察
が
あ
る
。

揚
芋
、
揚
パ
ン
と
甘
い
紅
茶
を
い
た
だ
き
、
入

村
儀
礼
に
入
る
が
、「
こ
の
村
に
は
こ
の
村
の
や

り
方
が
あ
る
」
と
村
の
主
に
な
じ
ら
れ
、
職
員
は

ソ
ピ
の
追
加
調
達
に
走
っ
た
。
儀
礼
の
詞
は
マ
カ

テ
ィ
ア
ン
語
な
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
多
分
入
村

の
許
し
を
祖
先
に
請
う
た
の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て

ソ
ピ
を
床
に
注
ぎ
、
最
初
に
村
の
主
が
ソ
ピ
を
口

に
し
、
次
々
に
参
列
者
が
回
し
飲
み
を
す
る
。
か

な
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
で
喉
が
痛
い
。
晴
れ
て
入

村
が
認
め
ら
れ
た
。

村
の
ル
ー
ツ
は
一
四
世
紀
に
遡
り
、
山
の
手
に

あ
っ
た
二
集
落
が
一
村
の
ラ
テ
ィ
ナ
（
試
み
る
の

意
）
に
な
り
、
更
に
マ
テ
ィ
ナ
か
ら
マ
キ
ア
ン
に

変
化
し
、
一
六
世
紀
に
現
在
名
の
マ
カ
テ
ィ
ア
ン

に
落
着
い
た
。
伝
説
に
よ
る
と
サ
タ
ン
が
夫
婦
を

創
造
し
、
ハ
ト
ゥ
・
ク
ニ
ン
（
黄
の
石
の
意
）
と

収穫物入れ編み篭を頭から掛け、森の畑へ トゥアン・タナがソピで入村儀礼を執り行う

獲った魚を家路に運ぶ（1尾、約 60 円）─フォルダタ島ルミアン
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い
う
洞
窟
に
住
み
、
家
族
を
増
や
す
試
み
を
繰
り

返
し
た
。
今
も
そ
の
洞
窟
に
は
黄
金
の
蛇
が
住
む

と
い
わ
れ
、
白
い
鶏
を
犠
牲
に
捧
げ
る
。
蛇
の
皮

は
祖
先
の
化
身
と
さ
れ
、
霊
魂
再
来
を
表
し
、
織

布
の
文
様
に
施
さ
れ
る
。
野
豚
、
鳥
、
犬
、
ワ
ニ

の
肉
は
食
す
る
が
、
野
生
の
モ
ア
（
水
牛
）
の
肉

は
タ
ブ
ー
だ
。

一
九
一
一
年
以
降
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
み
、
伝

統
儀
礼
、
伝
統
文
化
が
失
わ
れ
て
き
た
。
か
つ
て

葬
送
は
死
後
五
日
間
遺
骸
を
室
内
に
安
置
し
た
。

そ
の
後
木
棺
に
入
れ
、
肉
が
朽
ち
た
骨
だ
け
を
ま

と
め
て
森
の
神
聖
な
場
所
に
埋
め
た
。
現
在
は
死

者
を
布
で
包
み
、
鶏
、
豚
、
米
を
供
え
、
参
列
者

で
共
食
す
る
。
森
の
樹
木
の
う
ち
、
メ
ン
テ
（
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
の
木
）、
ジ
ャ
テ
ィ
（
チ
ー
ク
）

な
ど
四
種
の
伐
採
に
は
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
に
差
し
障
り
の
な
い
慣
習
は
少
し
ず
つ
形

を
変
え
つ
つ
も
継
続
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

世
界
で
毎
年
五
つ
の
言
語
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、

マ
カ
テ
ィ
ア
ン
語
も
学
校
教
育
で
は
使
わ
れ
ず
、

行
く
末
が
懸
念
さ
れ
る
。
生
命
に
必
須
の
「
水
」

の
語
は
「
ウ
ェ
イ
エ
」。
フ
ォ
ル
ダ
タ
語
は
「
ウ

ェ
ア
ル
」、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
「
ア
イ
ル
」。
水

に
関
係
が
深
い
川
は
「
ラ
エ
」
と
い
い
、
フ
ォ
ル

ダ
タ
語
は
「
ケ
マ
ス
」、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は

「
カ
リ
」、「
ス
ン
ガ
イ
」。

話
が
興
に
入
り
、
知
り
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
が
満
潮
の
時
刻
が
迫
る
。
名
残
惜
し
い
が
、
再

訪
を
期
し
て
浜
に
向
か
っ
た
。

（
お 

お
つ　

の
ぶ
こ
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ

ー
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
）

老女が綿から糸にする昔からの紡ぐやり方を見せてくれた

多種の貝が散在する遠浅の浜

再訪時に改築されていた天にそびえるプロテスタント教会
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